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溝
辺
町
は
鹿
児
島
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
、
姶
良
郡
の
西
部
に
属

し
、
鹿
児
島
市
よ
り
東
北
約
三
五
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
高
台
地
に
あ

っ
て
、
東
は
隼
人
町
、
南
は
加
治
木
町
、
西
は
姶
良
町
、
北
は
横

川
町
の
四
ケ
町
に
接
し

て
い
る
。

註
明
治
三
年
の
薩
隅
日
地
理
纂
考
に
よ
る
と
、

大
隅
の
国
溝
辺
郷
は
鹿
児
島
を
隔
た
る

こ
と
、
子
の
方
八

里
、
東
、
襲
山
、
南
、
国
府
、
加
治
木
、
西
、
山
田
、
北
、

横
川
の
五
ケ
郷
に
接
す
。

周
廻
一
三
里
二
六
町
五
三
間
、
村
落
五
、
有
川
村
、
三
縄

村
、
竹
子
村
、
薦
村
、
崎
森
村
…
…
…
云
云
と
あ
る
。

町
内
特
定
の
位
置
と
そ
の
標
高
を
示
せ
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る

第

一

節

位

置

第
一
章

位
置

・
面
積

こ
れ
を
地
目
別
に
示
せ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

本
町
は
有
川
、
崎
森
、
三
縄
、
竹
子
、
館
が
加
治
木
町
の
区
域

に
あ
っ
た
が
、
慶
安
年
間
に
分
離
し
て
溝
辺
町
と
な
っ
た
。

昭
和
二
十
三
年
十
月
三
十
一
日
、
崎
森
長
谷
部
落
戸
数
二
六
戸

人
ロ
一
六
六
人

、

面
積
0

•

三
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

、

昭
和
二

十
七
年
十
月
一
日
、
崎
森
迫
部
落
戸
数
五
一
二
戸
、
人
口
二
八
五
人

面
稜

0
．
六
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
そ
れ
ぞ
れ
加
治
木
町
に
合

併
編
入
さ
れ
た
。

現
在
の
面
積
は
、
六
四
・
四
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
地
形
は

東
西
六
七
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
南
北
一
六

・
O
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

で
北

西
か
ら
南
東
に
斜
走
す
る
方
錘
形
を
な
し
て
い
る
。

行
政
区
画
は
現
在
で
も
有
川
、
竹
子
、
三
縄
、
麓
、
崎
森
の

五
つ
の
大
字
に
な
っ
て
い
る
。

大
字
別
面
積
は
、

有
川

竹
子

三
縄

腟崎
森

計

一
八

・
O
三
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

一
八
•

1
0平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

七
•

-
0
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル

一
五

・
ニ
九
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル

五
・
九
二

平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル

六
四
•

四
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル

第

二

節

面

机
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樹普畑水
園通
地畑 田

耕

地
総
面
積

鹿
児
島
県
図
か
ら
溝
辺
町
の
位
置
を
示
す
。

六
四
•
四
五
平
方
キ
ロ
メ

ー
ト
ル

s四
十
四
年
県
統
計

一
、
六
九
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

以
下

s四
十
三
ー
四
十
二
農
林
統
計

三
三
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

一
、
三
六

0
ヘ
ク
タ
ー
ル

一
、
ニ

―
0
ヘ
ク
タ
ー
ル

一
五

0
ヘ
ク
タ
ー
ル

＼
 

本
町
の
地
形
は
、
中
央
の
高
屋
山
陵
に
よ
っ
て
お
お
む
ね
南
と

北
に
二
分
さ
れ
、
そ
の
地
帯
も
対
照
的
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
東
南
方
は
平
地
に
富
み
、
水
尻
原
か
ら
十
三
塚
原
に

連
な
り
隼
人
町
境
な
ら
び
に
加
治
木
町
境
に
至
る
約
一

0
キ

ロ
メ

ー
ト
ル
に
わ
た
る
高
台
の
平
地
は
、
昔
か
ら
か
ん
が
い
水
利
の
便

に
恵
ま
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
ほ
と
ん
ど
が
畑
地
で
あ
り
、
そ

の
間

に
若
干
の
谷
間
に
階
段
状
の
せ
ま
い
水
田
が
あ
り
、
ま
た
わ
ず
か

第

一

節

地

形

第
二
章 2

 
三
、
九
四
九
ヘ
ク
タ
ー
ル

九
六
一
ヘ
ク
タ
ー
ル

一
七
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

二
、
八
一
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

九
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

七

0
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

地
形
・
地
質

参
考
文
献加

治
木
町
郷
土
史

薩
隅
日
地
理
纂
考

山
林国

有
林

公
有
林

私
有
林

宅

地
そ
の
他
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長 尾 山 系 の 遠 景

東南方台 地 の 遠 景

に
山
林
が
散
在
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

こ
の
地
域
の
東
南
部
の
高
台
に
新
鹿
児
島
空
港
が
建
設
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

一
方
西
北
方
地
帯
は
主
と
し
て
山
岳
地
帯
を
形
成
し
、
国
有
林

長
尾
山
系
の
稜
線
は
姶
良
町
と
の
境
界
線
を
な
し
南
北
に
走
っ
て

い
る
。
ま
た
そ
の
山
系
の
東
南
方
の
山
麗
地
帯
は
ほ
と
ん
ど
が
私

有
林
で
あ
る
。

本
町
の
主
要
河
川
は
、
み
な
長
尾
山
系
に
そ
の
源
を
発
し
、
そ

の
流
域
地
帯
に
は
水
田
が
形
成
分
布
さ
れ
、
農
業
水
田
耕
作
と
密

接
な
関
係
を
保
持
し
て
い
る
。

最
西
北
端
の
横
川
町
境
の
長
尾
山
に
源
を
発
す
る
久
留
味
川
は

横
川
町
境
の
淫
谷
を
貫
流
し
て
天
降
川
の
本
流
に
合
流
、
大
字
竹

子
の
東
北
部
宮
原
水
田
地
帯
と
、
大
字
三
縄
地
区
水
田
地
帯
の
か

ん
が
い
水
と
な
る
。

長
尾
国
有
林
の
中
央
東
端
に
源
を
発
す
る
網
掛
川
の
上
流
は
、

竹
子
の
中
心
部
を
東
南
に
走
り
、
有
川
を
経
て
加
治
木
町
小
山
田

そ
し
て
錦
江
湾
に
注
ぐ
。
こ
の
水
流
は
竹

子
、
有
川
の
水
田
地
帯
を
う
る
お
し
て
い

る。
そ
の
ほ
か
長
尾
国
有
林
の
西
南
に
源
を

発
し
、
本
町
の
西
部
山
間
地
帯
の
淫
谷
を

縫
っ
て
流
れ
る
宇
曽
木
川
は
木
場
、
丹
生

附
を
経
て
加
治
木
町
木
田
で
網
掛
川
に
合

流
す
る
。

以
上
三
筋
の
河
川
地
帯
は
本
町
の
主
要

水
田
地
帯
を
形
成
す
る
と
は
い
っ
て
も
水

量
は
少
な
く
、
農
業
用
水
に
恵
ま
れ
ぬ
立

地
条
件
が
町
産
業
発
展
に
宿
命
的
な
要
因

を
な
し
て
い
る
こ
と
を
否
定
で
き
な
い
。
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本
町
の
地
質
を
概
観
す
る
と
、
町
内
に
分
布
し
て
い
る
岩
石
は

す
べ
て
新
第
三
紀
以
降
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
も
っ

と
も
古

い
岩
石
は
主
と
し
て
本
町
面
積
の
約
三
分
の
一
に
当
た
る
北
西
部

の
長
尾
山
麓
一
帯
の
地
帯
に
分
布
す
る
輝
石
安
山
岩
で
あ
る
。
こ

の
安
山
岩
は
熔
岩
及
び
凝
灰
角
れ
き
岩
の
互
層
か
ら
な
り
、
ど
の

火
山
よ
り
流
出
し
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
お
そ
ら
く
新
生
代

第
三
紀
、
中
新
世
、
鮮
新
期
ご
ろ
の
旧
期
火
山
噴
出
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。

本
町
最
高
長
尾
山
の
頂
上
の
標
高
は
六

0
0
メ
ー
ト
ル
と
地
図

に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

次
に
高
屋
山
陵
及
び
上
床
山
付
近
一
帯
を
除
き、

東
南
部
の
十

三
塚
原
を
中
心
と
す
る
残
り
の
約
三
分
の
二
に
当
た
る
地
帯
は
、

ほ
と
ん
ど
シ
ラ
ス
地
帯
で、

特
に
十
三
塚
原
台
地
は
県
下
で
も
有
‘

名
な
台
地
の
―
つ

で
あ
る
が
、
こ
の
シ
ラ
ス
地
帯
は
姶
良
火
山
活

動
に
伴
う
軽
石
流
の
二
次
堆
積
層
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

姶
良
火
山
は
更
新
世
の
終
わ
り
ご
ろ
に
活
動
が
は
じ
ま
っ
た
と

い
わ
れ
て
お
り
、
大
量
の
軽
石
流
を
少
な
く
と
も
数
回
に
わ
た
っ

て
流
出
し
、
そ
の
た
め
世
界
的
に
も
そ
の
規
模
の
大
き
な
こ
と
は

有
名
で
、
実
に
巨
大
な
陥
没
カ
ル
デ
ラ
の
形
成
を
み
た
の
で
あ

る
。
鹿
児
島
湾
の
桜
島
火
山
以
北
の
部
分
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
本

第
二
節

地

質

町
は
こ
の
地
の
北
東
か
ら
北
の
方
向
に
あ
る
わ
け
だ
が
、
北
東
か

ら
北
西
に
わ
た
る
地
域
内
で
み
ら
れ
る
火
山
軽
石
流
は
下
位
か
ら

新
川
軽
石
流
、
岩
戸
軽
石
流
、
蒲
生
軽
石
流
、
入
戸
軽
石
流
に
分

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
軽
石
流
の
間
に
は
姶
良
層
と
称

す
る
淡
水
成
堆
積
物
が
は
さ
ま
れ

て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
入

戸
軽
石
流
の
上
に
は
同
軽
石
流
の
二
次
堆
稼
層
が
載
っ
て
い
る
。

入
戸
軽
石
流
は
姶
良
カ
ル
デ
ラ
の
形
成
直
前
に
大
量
に
流
出
し

岩
戸
軽
石
流
や
蒲
生
軽
石
流
の
上
に
載
り
、
こ
の
北
部
地
方
一
帯

を
厚
く
広
く
覆

っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、

高
屋
山
陵
の
南
の
谷
で
観
察
し
て
も
、

岩
戸
軽
石
流
の

表
面
は
か
な
り
起
伏
し
て
い
る
の
で
、
入
戸
軽
石
流
の
流
失
以
前

に
は
か
な
り
の
侵
食
間
げ
き
が
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
軽
石
流
は
熔
結
部
と
非
熔
結
部
と
に
分
け
ら
れ
、
熔
結
部

は
灰
青
色
を
呈
し、

嘉
例
川
や
そ
の
他
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
柱
状

節
理
を
連
ね
た
断
が
い
を
な
し
て
あ
ら
わ
れ
、
堅
く
ち
密
で
安
山

岩
火
山
礫
を
包
有
し
て
い
る
。

次
に
十
三
塚
原
台
地
の
地
層
を
み
る
と
、
上
位
の
黒
色
火
山
灰

屈
は
、
ロ

ー
ム
層
の
上
に
不
整
合
に
載
り
厚
さ

一
〇
し
五
0
セ

ン

チ
メ
ー
ト
ル
位
あ
り
、
黒
色
粗
雑
な
火
山
灰
か
ら
な
り
、
お
そ
ら

く
こ
れ
は
桜
島
火
山
に
由
来
す
る
現
世
の
堆
積
物
だ
ろ
う
。

黒
色
火
山
灰
層
の
下
位
は
、
ロ
ー

ム
層
で
そ
の
ロ
ー
ム

層
は
上

部
、
中
部
、
下
部
の
三
層
に
分
け
ら
れ
る
。
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上
部
ロ
ー
ム
層
は
厚
さ
一
〇
し
二
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
位
あ
っ

だ
い
だ
い

て
橙
黄
色
ロ
ー
ム
か
ら
な
っ
て
お
り
、
中
部
ロ
ー
ム

層
は
厚
さ
三

〇
し
五

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
位
あ
っ
て
か
っ
色
ロ
ー
ム
か
ら
な
り

基
底
に
あ
づ
き
大
の
黄
色
軽
石
が
散
点
す
る

こ
と
が
あ
り
、
ま
た

上
限
は
黒
色
を
呈
し
て
い
る
。

下
部
ロ
ー
ム

層
は
厚
さ
二
〇
し
五

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
位
あ
っ

て
か
っ
色
ロ
ー
ム
か
ら
な
り
、
上
限
は
黒
色
を
呈
す
る
。

ロ
ー
ム
層
の
下
位
は
、
シ
ラ
ス
が
広
く
分
布
し
、
そ
の
厚
さ
は

三
0
:
1
0
 0
メ
ー
ト
ル
に
達
し
て
い
る
。
こ
の
屑
は

こ
の
下
位

さ
く

に
あ
る
入
戸
軽
石
流
の
表
面
が
削
は
く
さ
れ
、
当
時
の
低
地
と
北

西
部
の
山
岳
地
と
の
間
に
再
堆
積
し
た
も
の
で
、
そ
の
岩
相
は
一

見
入
戸
軽
石
流
の
そ
れ
に
似
て
い
る
が
、
岩
質
は
は
る
か
に
軟
弱

で
崩
れ
や
す
い
。

ま
た
こ
の
屈
は
こ
ぶ
し
大
以
下
の
円
味
を
特
び
た
軽
石
塊
が
軽

石
質
微
田
片
と
と
も
に
堆
積
し
た
も
の
で
、
と
き
に
砂
謄
を
は
さ

み
、
あ
る
い
は
層
理
を
示
し
、
ま
た
へ
ん
平
な
形
状
の
軽
石
塊
は

一
般
に
横
が
し
て
い
る
。

こ
の

二
次
堆
積
屑
の
断
面
が
も
っ

と
も
よ
く
観
察
で
き
る
の

は

隼
人
町
西
光
寺
の
西
の
谷
で
、
こ
こ
で
は
高
さ
一

0
0
メ
ー
ト
ル

に
も
達
す
る
垂
直
に
近
い
が
け
に
多
く
の
雨
刻
が
深
く
刻
み
込
ま

れ
て
お
り
、
が
け
は
く
ず
れ
や
す
い
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

次
に
高
屋
山
陵
、
上
床
山
附
近
一
帯
の
こ
と
を
考
え
て
み
た

‘.o 
t
 国

分
層
群
堆
積
後
に
火
山
活
動
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の

に
、
蒲

生
市
街
地
の
青
敷
山
と
高
屋
山
陵
、
上
床
山
附
近
の
岩
石
が
あ
り

こ
れ
ら
は
新
期
安
山
岩
類
に
属
し
て
い
る
。
前
者
は
青
敷
玄
武
岩

質
安
山
岩
と
い
わ
れ
、
後
者
は
高
屋
安
山
岩
と
称
せ
ら
れ
て
い
る

シ
ラ
ス
台
地
か
ら
突
出
し
て
そ
び
え
る
高
屋
山
陵
、
上
床
山
の

岩
石
は
安
山
岩
お
よ
び
凝
灰
角
礫
岩
か
ら
構
成
さ
れ
、
い
づ
れ
も

ほ
ぽ
同
時
期
の
火
山
の
噴
出
と
思
わ
れ
、
高
屋
、
上
床
山
の
中
間

に
は
国
分
層
群
上
部
層
と
思
わ
れ
る
塊
状
灰
色
凝
岩
が
あ
ら
わ
れ

て
お
り
、
ま
た
高
屋
山
陵
の
南
側
道
路
は
中
部
層
と
思
わ
れ
る
凝

火
質
砂
岩
、
同
け
つ
岩
の
細
か
い
互
層
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら

は
著
し
く
み
だ
れ
て
お
り
、

走
向
、
傾
斜
は
一
定
し
て
い
な
い
。

し
か
し
こ
の
安
山
岩
は
明
ら
か
に

国
分
層
群
の
上
に
載
っ
て
お

り
、
と
き
に
断
層
で
接
し
て
い
る
。

熔
岩
は
濃
黒
色
で
、
ち
密
で
堅
く
、
長
さ
一
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

以

下
の
斜
長
石
及
で
輝
石
班
晶
が
比
較
的
密
に
散
在
し
て
い
る
。

班

晶
は
斜
長
石
、
紫
蘇
輝
石
、
普
通
輝
石
か
ら
な
り
鉄
鉱
を
伴
う
。

斜
長
石
は
曹
灰
長
石
に
属
し
て
柱
状
を
呈
し
、
ま
た
普
通
輝
石
は

柱
状
で
淡
緑
色
を
呈
し
て
い
る
。

凝
灰
角
礫
岩
は
鶏
卵
位
よ
り
人
頭
大
の
安
山
岩
岩
塊
を
火
山
灰

火
山
礫
と
と
も
に
凝
結
し
た
も
の
で
あ
る
。
地
質
調
査
所
発
行
の

「
加
治
木
地
域
の
地
質
」
よ
り

，
 



度

深

（

メ

ー

ト

ル

）

地

0

1

―

沖

積

層

-
|
三

三
ー
~
一
〇

1
0
 
1

―
二

―

ニ

ー

五

八

五
八
ー
ー
六
七

六
七
—
ー
九
六

九
六
ー
—
_
―
五0

付
記

こ
の
ボ
ー
リ
ン
グ
は
町
営
上
水
道
用
に
し
た
も
の
で
一
日
当
り

二
千
立
方
メ
ー
ト
ル
の
揚
水
が
あ
っ
た
が
、
沖
租
層
か
ら
の
よ
う

水
が
鉄
分
過
多
の
た
め
、
沖
積
層
よ
う
水
を
除
去
し
た
と
こ
ろ
、

一
日
当
り
揚
水
量
は

一
、
四

0
0立
方
メ
ー
ト
ル
に
減
じ
た
。

”
 

熔
結
凝
灰
岩

シ
ラ
ス
質
砂

礫
混
り
青
色
粘
土

安
山
岩

II II 

砂 砂砂表
礫 質 土
土質

以
上
北
西
部
の
長
尾
山
岳
地
帯
、
高
屋
、
上
床
山
付
近
地
帯
及

び
シ
ラ
ス
台
地
帯
に
つ
い
て
地
質
の
概
略
を
述
べ
て
き
た
が
、
次

に
本
町
の
地
質
図
と
有
川
麦
牟
田
の
水
田
の
ボ
ー
リ
ン
グ
実
施
に

基
づ
く
地
下
の
実
態
状
況
調
は
前
に
添
付
し
て
あ
る
。

ち
な
み
に
昭
和
四
十
四
年
二
月
、
有
川
麦
牟
田
三
一

0
番
地
の

水
田
を
掘
削
し
た
と
こ
ろ
、
地
質
柱
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

土
性
は
安
山
岩
、
灰
岩
に
由
来
す
る
粘
質
岩
の
竹
子
水
田
地
帯

と
、
シ
ラ
ス
（
黒
色
火
山
灰
）
に
由
来
す
る
砂
質
系
の
麓
、
崎
森

の
畑
地
帯
と
、
そ
の
中
間
に
位
す
る
有
川
三
縄
地
帯
の
三
つ

の
地

帯
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
町
の
ほ
と
ん
ど
全
畑
地
帯
は
、
黒
色
火
山
灰
土
で
上
層
は
黒

色
（
黒

ニ
ガ
）
下
層
も
黒
色
、
ま
た
は
赤
か
っ
色
（
黒
ニ
ガ
ま
た

は
赤
ボ
ッ
コ
）
の
特
殊
土
壌
で
あ
る
。

水
田
地
帯
中
で
、
竹
子
地
区
の
山
間
部
に
は
礫
質
礫
層
が
多
く

耕
土
も
浅
く
、
そ
の
上
冷
水
田
が
多
く
、
平
坦
部
は
比
較
的
作
土

も
深
く
、
地
味
も
豊
か
で
上
質
田
と
な
っ
て
い
る
。

有
川
、
三
縄
地
区
の
水
田
は
砂
壌
土
（
壌
土
に
近
い
）
で
、
地

カ
中
庸
で
あ
る
が
、
湿
田
、
半
湿
田
も
多
い
。

魃
、
崎
森
地
区
の
大
部
分
の
水
田
は
、
シ
ラ
ス
台
地
に
は
さ
ま

れ
て
一
般
に
砂
質
が
多
く
、
作
土
以
下
は
シ
ラ
ス
層
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
地
下
水
位
の
低
い
所
で
は
漏
水
過
多
と
な
っ
て
、
地
下

水
位
の
高
い
排
水
不
良
な
所
で
は
、
湿
田
ま
た
は
半
湿
田
と
な
っ

て
い
る
。

本
町
の
土
性
を
百
分
比
で
示
す
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

砂

土

砂

壌

土

壌

土

殖

壊

土

計

二
0
％

二

五

％

四

五

％

一

0
%

1
0
0
 %
 

田

第
三
節

土

性
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雰I

月
気~,~, バ
測

最
低
気
温 第

一
節

気

候

第
三
章

最
高
気
温

畑

4
 

3
 
2
 

A = ．． 
六七

匙9 度C I~

二早
西二月 五

五
％

月

四

ハ・写
云
・――
―

気
候
・
動
植
物

昭
和
三
十
年
溝
中
調

月

五

ニ
・九

l=
・―
 

月
了

――
―
-

•

九
ニ――
.^一

1
0
 ％
三

0
％

参
考
文
献

鹿
児
島
の
自
然
（
地
史
と
岩
石
）
県
地
学
会
編

同

（

地

質

ガ

イ

ド

ブ
ッ
ク
）

加
治
木
地
域
の
地
質
（
地
質
調
査
所
）

地
質
図
（
南
九
州
総
合
地
域
開
発
事
務
局
）

本
町
の
年
間
平
均
気
湿
は

一
六
・
五
度
位
で
、
一

般
的
に
高
温

多
雨
で
あ
る
が
、
下
場
（
加
治
木
、
隼
人
町
）
に
比
べ
て
冷
涼
で

あ
る
。
気
温
較
差
は
小
さ
く
約
九
度
の
差
を
示
し
て
い
る
。

最
低
気
温
を
見
る
と
、
七
月
に
ニ
―
こ
一
度
で
高
く
、
十
一
月

五
％

1
0
0
 %
 

月

七

｝
七
・
七

孟
・
一

云＝
ら三月

八

＾ 
月

＿
九

五
．p-＝＝-

・――
 月

十

p
.
-

↑― 

）
内
は
玉
利
中
調
（
昭
和
三
十
六
年
）

均

に
な
る
と
急
激
に
下
り
、
三
月
以
降
徐
々
に
高
く
な
る
。

最
高
気
温
は
八
月
が
、
三
一

・
一
度
で
平
坦
地
区
と
余
り
変
ら

な
い
が
、
最
低
気
温
と
同
様
、
十
一
月
か
ら
二
月
ま
で
は
低
い
。

降
雨
量
は
す
こ
ぶ
る
多
く
、
特
に
六
月
、
七
月
で
約
一

、
二
〇

0
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
こ
と
が
あ
る
。

ま
た
県
内
の
主
な
地
域
と
比
較
し
て
見
る
と
、
最
低
気
温
は
県

の
中
心
地
で
あ
る
た
め
ほ
ぽ
中
間
の
気
温
で
あ
っ
て
、

平
均
気
類

で
見
る
と
鹿
児
島
市
と
大
差
は
な
い
が
、
降
雨
蟄
は
他
の
地
域
に

比
べ
て
遥
か
に
多
い
。

風
に
つ
い
て
見
る
と
、

夏
季
気
節
風
の
影
響
が
大
き
く
東
風
及

び
南
東
風
が
雨
を
伴
っ
て
襲
来
す
る
た
め
、
土
砂
を
流
し
農
作
物

を
倒
伏
す
る
な
ど
毎
年
被
害
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。

冬
季
の
つ
む
じ
風
（
風
速
一

0
メ
ー
ト
ル
位
）
は
た
い
し
た
心

配
は
な
い
が
、
夏
季
の
台
風
に
は
ひ
と
び
と
が
恐
れ
て
い
る
。

孟九
西ふ月

十
七三

人 人 月

ーて一

石デ[
九写 月

平

―10
・
 七
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一

動

物

飼
育
さ
れ
て
い
る
も
の

本
町
で
は
、
前
の
地
形
気
象
の
節
で
述
べ
た
と
お
り
、
山
林
原

野
の
示
め
る
地
帯
が
割
り
に
多
く
、
ま
た
気
候
等
も
良
好
で
動
植

物
の
捷
息
環
境
に
適
し
て
い
る
た
め
、
多
種
多
様
に
わ
た
る
動
植

物
が
生
存
し
て
い
る
。
そ
の
主
な
る
も
の
を
列
記
す
る
と
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

第

二

節

動

植

物

溝

中

初
霜
十
月
二
十
日
（
大
正
十
五
年
）

晩
霜
四
月
二
十
二
日

（昭
和
四
年
）

玉

利

中

十
月
十
九
日

四

月

八

日

2
 

乳
牛
、
和
牛
、
豚
、
馬
、
山
羊
、
犬
、
う
さ
ぎ
、
ね
こ
、

に
わ
と
り
、
き
じ
、
め
じ
ろ
、
ほ
お
じ
ろ
、
の
じ
こ
、
あ
ひ

る
、
七
面
鳥

自然に捷息しているもの

いのしし、さる、たぬき、いたち、ねずみ、むさ

さび（もま）、のうさぎ、こうもり、もぐら、あお

だいしょう、まむし、とかげ、かなへび、むかで、

じょろうぐも、かたつむり、なめくじ、とのさまが

える、ひきがえる、っちがえる、あまがえる、いも

雨 J 降 低 平 I 
天

水 ， 均
日 日 気
数 数 羅 温

C二）七
ニー 七 ＾四

C二＞

釦2
Cニトニ

ーエ 日 麟 度C

七四
六二

＾ 
六七

C二） 八 七 三 四四

I 
写七

六ハブ ブ ー

C二） 七
＾ 三＾

一早

四ブ四七
＾ 

ブ六

ブ 匹 写二

早六くブごつ
＾ ブ＾

＝ 九 三 ． プ ーブ

四＾
六ー ＜ブ二：》

七 ⇔二

ヨ 写
＾ 

匹 六ブ

一匹
写六

七 六'六' C二"二＞

＾ ＾ 
三 写 写＝

.. 臀• 一

ブ '六 ' 
六ーヒ；一芋

四. 
写 六 六 こ八

ー ニ
六匹

四.四' 七 旱

＾ 
六

0 ． 
七三

九六
四 芋 三

＾＾  

写 六
＾ 

写 ;c六

旦 一―え
写 写 七写

四八 一
七写． Cつ 七＝

＾ 
三三 四 匹 ブし六

二 tコ
,rヽ ブ<

三三．^ ブ1 六フ、

ニ 八 ブ＾ フ、 七六
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り
、
い
し
が
め
、
て
な
が
え
び
（
だ
つ
ま
）
、
か
に
、
た
に

し
、
し
じ
み
、

か
ら
す
、
す
ず
め
、
の
じ
こ
、
ほ
お
じ
ろ
、
ひ
ば
り
、
せ

ぐ
ろ
せ
き
れ
い
、
り
き
せ
き
れ
い
、
め
じ
ろ
、
し
じ
ゅ
う
が

ら
、
も
ず
、
か
わ
せ
み
、
き
つ
つ
き
、
ひ
よ
ど
り
、
う
ぐ
い

す
、
み
そ
さ
ざ
い
、
よ
た
か
、
ふ
く
ろ
う
、
こ
み
み
づ
く
、

と
び
、
き
じ
ば
と
、

う
ず
ら
、
こ
じ
ゆ
け
い
、
き
じ
、
や
ま

ど
り
、つ

ば
め
、
あ
か
し
ょ
う
び
ん
、
ほ
と
と
ぎ
す
、
か
も
、
さ

ん
こ
う
ち
ょ
う
、

あ
げ
は
ち
ょ
う
、
き
あ
げ
は
ち
ょ
う
、
く
ろ
あ
げ
は
ち
ょ

う
、
じ
ゃ
こ
う
あ
げ
は
ち
ょ
う
、
な
が
さ
き
あ
げ
は
ち
ょ

う
、
も
ん
き
あ
げ
は
ち
ょ
う
、
か
ら
す
あ
げ
は
ち
ょ
う
、
も

ん
し
ろ
ち
ょ
う
、
き
ち
ょ
う
、
あ
か
た
て
は
ち
ょ
う
、
う
ら

ぎ
ん
ひ
ょ
う
も
ん
ち
ょ
う
、

よ
と
う
が
（
よ
と
う
む
し
）
、
お
お
み
の
が
（
み
の
む

し
）
、
に
か
め
い
が
、
さ
ん
か
め
い
が
、
こ

め
の
し
ま
め
い

が
、
あ
か
い
え
か
、
お
お
く
ろ
や
ぶ
か
、
ひ
と
す
じ
し
ま

か
、
が
が
ん
ぼ
、
う
し
あ
ぶ
、

あ

か
う
し
あ
ぶ
、
い
え
ば

え
、
き
ん
ば
え
、
に
く
ば
え
、
お
お
く
ろ
ば
え
、
し
ょ
う
じ

ょ
う
ば
え
、
あ
り
、
し
ろ
あ
り
、
す
ず
め
ば
ち
（
赤
ば
ち
）

く
ま
ば
ち
、
み
つ
ば
ち
、
げ
ん
ご
ろ
う
、
み
ず
す
ま
し
、
が

2

樹

木

E

常
緑
樹

杉
、
赤
松
、
く
ろ
松
、
桧
、
も
み
、

栽
培
し
て
い
る
も
の
（
主
食
、
野
菜
、
果
実
）

水
稲
、
陸
稲
、
小
麦
、
裸
麦
、

ビ

ー

ル

麦
、
あ
わ
、
そ

ま
、
き
び
、
ば
れ
い
し
ょ
、
廿
し
ょ
、
大
豆
、
あ
づ
き
、
え

ん
ど
う
、
な
た
ね
、
た
ば
こ
、
茶
、
と
ま
と
、
き
う
り
、
な

す
、
白
菜
、
キ
ャ
ベ
ッ
、
玉
ね
ぎ
、
大
根
、
か
ぶ
、
ね
ぎ
、

ご
ぼ
う
、
し
い
た
け
、
な
し
、
桃
、
柿
、
栗
、
梅
、
び
わ
、

み
か
ん
類
、
ぶ
ど
う
。

植

物

し
い
、
か
し
、

い
ち

む
し
、
こ
が
ね
む
し
、
か
ぶ
と
む
し
、
ほ
た
る
、
た
ま
む

し
、
て
ん
と
う
む
し
、
か
み
き
り
む
し
、
う
り
は
む
し
、
か

ま
き
り
、
ご
き
ぶ
り
、
け
ら
、
こ
お
ろ
ぎ
、
す
ず
む
し
、
ま

つ
む
し
、
く
つ
わ
む
し
、
き
り
ぎ
り
す
、
や
ぶ
き
り
、
ば
っ

た
、
と
ん
ぽ
、
お
に
や
ん
ま
、
か
め
む
し
、
あ
め
ん
ぼ
、
ま

つ
も
む
し
、
た
い
こ
う
ち
、
み
じ
か
ま
き
り
、
た
が
め
、
あ

ぶ
ら
ぜ
み
、
く
ま
ぜ
み
、
ひ
ぐ
ら
し
、
だ
に
、

ぶ
た
じ
ら

み
、
に
は
と
り
な
が
は
じ
ら
み
、

め
だ
か
、
ど
じ
ょ
う
、
な
ま
ず
、
あ
ぶ
ら
め
、

（も

っ
ご
ろ
）

、
こ
い
、
ふ
な
、
う
な
ぎ

た
な
ご

13 



い
が
し
、
た

ぶ
、
い
す
、
椿
、
山
つ
げ
、
さ
ざ
ん
か
、
山
も

も
、
黒
が
ね
も
ち
、
な
ん
て
ん
、
い

ぬ
ま
さ
、
や
つ
で
、
い

ほ
た
の
き
、
ね
ず
み
も
ち
、

い

落

葉

樹

さ
く
ら
、
い
ち
ょ
う
、
く
ぬ
ぎ
、
こ
な
ら
、
け
や
き
、
え

の
き
、
く
わ
、
せ
ん
だ
ん
、
き
り
、
あ
お
ぎ
り
、
さ
る
す
べ

り
、
は
ぜ
、
う
る
し
、
こ
う
ぞ
、
い

ぬ
び
わ
、

竹

類も
う
そ
う
ち
く
、
は
ち
く
（
か
ら
だ
け
）

、
ほ
て
い
ち
く

（
こ
さ
ん
だ
け
）
、
し
か
く
だ
け
、
め
だ
け
（
な
え
だ
け
）

た
い
み
ん
ち
く
（
大
明
だ
け
）

、
か
ん
ざ
ん
ち
く
（
ほ
う
き

だ
け
）

、
お
か
め
ざ
さ
（
め
ご
だ
け
）

雑
草
（
昭
和
四
十
四
年
十
一
月
溝
小
理
研
究
誌
）

＠

あ
り
う
ば
な
、
あ
け
び
、
あ
れ
ち
の
ぎ
く
、
あ
ま
く
さ
し

だ
、
あ
わ
だ
ち
そ
う
、
あ
ざ
み
、
あ
ぶ
ら
す
す
き
、
あ
わ
が

え
り
、
あ
ぜ
む
し
ろ
、
あ
き
の
き
り
ん
そ
う
、
あ
り
の
と
う

ば
な
、
あ
お
か
ず
ら
、
あ
め
り
か
か
な
も
ち
、
あ
き
た
ぶ
き

◎

い
ば
ら
、
い
ぬ
た
で
、
い
た
ち
が
や
、
い
ぬ
く
ぐ
、
い

ぐ

さ
、
い
と
よ
し
、
い
ぬ
ぜ
ん
ま
い
、
い
ぬ
わ
ら
び
、
い
の
こ

づ
ち
、
い
わ
ひ
ば
、
い
わ
な
し
、
い

ぬ
よ
も
ぎ

⑤

う
ま
の
み
つ
ば
、
う
し
は
こ
べ
、
う
っ
ぽ
く
さ
、
う
ま
の

あ
し
が
た
、
う
す
べ
に
に
が
な
、
う
ば
ゆ
り
、
う
っ
ぽ
か
ず

4
 

3
 

ら
、
う
す
む
ら
さ
き
に
が
、
う
ら
ぎ
く

R

え
の
き
ぎ
さ
、
え
び
ず
る
、
え
の
こ
ろ
ぐ
さ
、

R

お
と

こ
え
し
、
お
と
こ
よ
も
ぎ
、
お
お
ば
こ
、
お
み
な
え

し
、
お
か
ひ
ぢ
き
、
お
と
ぎ
り
そ
う
、
お
き
な
ぐ
さ
、
お
い

い
も
し
だ
、

お
い
し
わ
、

お
う
い
ぬ
だ
て
、
お
か
と
ら
の

ぉ
、
お
う
じ
の
ひ
げ

＠

か

や
つ
り
ぐ
さ
、
か
わ
ら
ま
つ
ば
、
か
ら
む
し
、
か
き
ど

お
し
、
か
ら
す
う
り
、
か
も
じ
ぐ
さ
、
か
な
む
ぐ
ら
、
か
ら

す
び
し
ゃ
く

R

き
つ
ね
の
ま
ご
、
き
つ
ね
の
ぽ
た
ん
、
ぎ
ょ
う
き
し
ば
、

き
ぬ
た
そ
う
、

き
ん
み
ず
ひ
き
そ
う
、
き
ん
え
の
こ
ろ
ぐ

さ
、
ぎ
ん
ら
ん
、
き
ず
た
、

c

く
じ
ゃ
く
し
だ
、
く
ま
や
な
ぎ
、
く
わ
の
は
ぐ
さ
、
く
ず

か
ず
ら
、
く
る
ま
ぐ
さ
、
く
ま
ざ
さ
、
く
さ
い
ち
ご
、
く
さ

ぽ
た
ん
、
く
る
ま
ば
な
、

◎

げ
ん
の
し
ょ
う
こ、

け
き
つ
ね
ぽ
た
ん
、

c

こ
も
ち
し
だ
、
こ
ま
つ
な
ぎ
、
こ
め
な
で
し
こ
、
こ

ぶ
な

ぐ
さ
、
こ
ん
ぎ
く
、
こ
ん
に
ゃ
く
、
こ
ご
め
な
で
し
こ
、
こ

が
ん
び
、
こ

み
か
ん
そ
う
、
こ
う
も
り
ず
た
、
こ
う
や
す
げ

R

さ
る
と
り
い
ば
ら
、

さ
ね
か
ず
ら
、
さ
く
ら
そ
う
も
ど

き
、
さ
つ
ま
の
こ
ん
ぎ
く

◎

し
の
ぶ
ひ
ば
、
し
し
う
ど
、
じ
ゃ
の
ひ
げ
、
じ
し
ば
り
、

14 



し
お
ん
、
し
ろ
ば
な
の
へ
び
い
ち
ご
、
し
し
が
し
ら
、
し
ら

こ
す
げ
、
し
ろ
の
ぶ

R
す
ず
め
の
ひ
え
、
す
す
き
、
す
ま
だ
い
こ
ん
、
す
ぎ
ご

け
、
す
ず
め
の
と
う
が
ら
し
、
す
い
ば
、
す
い
か
ず
ら
、

R

せ
ん
に
ん
そ
う
、
ぜ
ん
ま
い
、

＠

た
ん
ど
の
ぽ
ろ
ぎ
く
、
た
け
に
ぐ
さ
、
た
ち
す
み
れ
、
た

ん
き
り
ま
め
、

⑤

ち
ご
し
ば
、
ち
ぢ
み
か
さ
、
ち
ぢ
み
ざ
さ
、
ち
ち
こ
ぐ

さ
、
ち
ゃ
る
め
る
そ
う
、

◎

つ
ゆ
ぐ
さ
、
つ
た
、
つ
づ
ら
、
っ
ぽ
く
さ
、
つ
る
し
の

ぶ
、
つ
り
が
ね
そ
う
、
つ
わ
ぶ
き
、

c

て
っ
ぽ
う
か
ず
ら
、
て
い
か
か
ず
ら
、

R
と
も
え
は
ぎ
、
ど
く
だ
み
そ
う
、
と
も
え
ほ
し
、
と
ら
の

お
、
と
う
げ
し
ば
、
と
だ
し
ば

＠

な
る
こ
び
え
、
な
つ
の
た
む
ら
そ
う
、
な
ん
ば
ん
ぎ
せ

る
、
な
が
ば
な
の
ち
ぢ
み
ざ
さ
、

c

に

が

い
ち
ご
、
に
が
よ
も
ぎ
、
に
し
き
そ
う
、

＠

ぬ
す
び
と
は
ぎ
、
ぬ
る
で
、
ぬ
ま
だ
い
こ
ん
、

＠

ね
ず
み
の
お
、
ね
こ
は
ぎ
、
ね
ず
み
か
や
、
ね
ず
み
の
し

っ
ぽ
、
ね
こ

ほ
う
づ
き

◎

の
ぶ
ど
う
、
の
ぎ
ら
ん
、
の
ふ
ぢ
、
の
こ
ぎ
り
し
だ
、
の

ど
は
ぎ
、
の
ほ
た
ん
、
の
か
ん
そ
う
、
の
だ
け

⑪

は
ぎ
、
ば
ら
い
ち
ご
、
は
っ
か
、
ば
し
ょ
う
、
は
え
ど
く

そ
う
、
は
は
き
ぎ
く
、
は
な
み
ょ
う
が
、
え
ど
く
そ
う

◎

ひ
め
む
か
し
よ
も
ぎ
、
ひ
る
む
し
ろ
、
ひ
め
く
ぐ
、
ひ
め

と
ら
の
お
、
ひ
る
が
お
、
び
ろ
ー
ど
し
の
ぶ
、
ひ
め
が
ん
く

び
そ
う
、
ひ
か
げ
の
か
ず
ら
、
ひ
ぼ
し
お
ん
、
ひ
ょ
ど
り
ば

な
、
ひ
め
じ
ょ
ん
、
ひ
め
ち
か
ら
し
ば
、
ひ
め
あ
ぶ
ら
す
す

き
、
ひ
め
は
ぎ
、
び
ん
び
ん
か
ず
ら

⑤

ふ

じ
ば
か
ま
、
ふ
ゆ
い
ち
ご
、

◎

へ
く
そ
か
ず
ら
、
べ
こ
の
し
た
、
へ
ら
し
だ
、
べ
に
し
だ

R

ほ

と
と
ぎ
す
、
ほ
ら
し
の
ぶ
、
ほ
と
け
の
ざ
、
ぽ
た
ん
づ

る
、
ほ
ろ
お
ば
な

R

ま
む
し
ぐ
さ
、
ま
い
は
ぎ
、
ま
ま
こ
の
し
り
ぬ
ぐ
い
、
ま

つ
か
ぜ
そ
う
、
ま
か
や
、
ま
る
ば
あ
さ
が
お
、
ま
め
づ
た
、

ま
つ
か
さ
す
す
き
、
は
る
ば
は
ぎ
、
ま
ま
だ
い
こ
ん
、

＠

み
ぞ
そ
ば
、
み
つ
ば
、
み
そ
な
お
し
、
み
ず
ひ
き
、
み
ず

き
ぼ
し
、
み
み
か
き
ぐ
さ
、
み
つ
て
う
ら
ほ
し

＠

む

か
し
よ
も
ぎ
、
む
さ
し
お
ぶ
み
、
む
さ
し
あ
お
い

＠

め

い
し
わ
、
め
な
も
み

⑥

も

く
げ

R
 や
ま
し
そ
、
や
は
ず
そ
う
、
や
ま
い
も
、
や
ま
し
ろ
ぎ

く
、
や
ぶ
そ
て
つ
、
や
ま
か
さ
す
ず
き
、
や
く
し
そ
う
、
や

ま
ま
め
、
や
ぶ
た
ば
こ
、
や
ぶ
た
び
ら
こ
、
や
ま
ほ
と
と
ぎ
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区
分

年
次
別ー

昭
和
四
年

‘’ 

一四

”

大

正

九

年 人

参
考
文
献新

日
本
植
物
図
鑑

標
準
原
色
図
鑑

I
巻
混
虫

I

I

I

巻
蝶
、
蛾

”

澗

巻

樹

木

教
材
混
虫
、
小
動
物
詞
育
法

松

沢

寛

著

溝
辺
小
理
科
研
究
誌
（
四
四
年
）

2
 

わ
ら
び

ら
ん
類

口

戸
i

、_-＝1
0
 

一、l-
――{

一、―――i
=
i
-

総数

趨

勢

{

、

0

癸

交
0
九
一

交
l

―IO
V 数1人

-

l

、北―
―

i
l

、九
芸

=―-
、0
九
〇

男

i-V
-
=
P
 

女1ロ

II II 北
隆
館

保
育
社

す
、
や
な
ぎ
た
で
、

や
ま
ゆ
う
ば
な
、
や
ま
は
っ
か
、
や
が

み
ょ
う
が
、
や
え
む
ぐ
ら
、
や
げ
ぎ
だ

て
、
や
ぶ
こ
う
じ
、

や
な
ぎ
の
ぎ
く
、
や
い
と
ば
な
、
や
ま
よ
め
な

＠

よ
も
ぎ
、
よ
め
な

◎
 

⑤
 

111
'

I
 
0
匹~ 

訊
賃
更
恥
―

ー
人
口
指
数

ち
く
ね
ん

本
町
の
人
口
は
逐
年
除
々
な
が
ら
増
加
し
て
い
た
が
、
昭
和
三

0
年
を
ピ

ー
ク
に
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。

こ
れ
は
農
業
か
ら

工
業
重
点
主
義
の
経
済
政
策
に
基
ず
く
、
農
村
人
口
の
都
市
転
出

に
よ
る
自
然
の
傾
向
の
し
か
ら
し
む
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

他
面
昭
和
三
十
五
年
ご
ろ
か
ら
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
た
出
生
減
は

こ
れ
に
拍
車
を
か
け
る

こ
と
と
な
り
、
人
口
の
年
令
構
成
は
老
化

現
象
の
一
途
を
た
ど
る
こ
と
と
な
る
が
、
昭
和
四
十
七
年
空
港
開

設
と
と
も
に
漸
次
人
口
増
加
の
き
ざ
し
を
見
せ
は
じ
め
て
い
る
。

次
に
最
近
の
本
町
の
人
口
動
態
の
状
況
と
、
年
令
別
人
口
の
実

態
を
示
す
と
次
表
の
と
お
り
に
な
っ

て
い
る。

1
 

Q
i―
-
•
匹

芸
・九

1
0
0
 

第

一

節

人

口

第
四
章

備

人
ロ
・
地
名

考
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